
（別紙３）

～ R8年3月6日

（対象者数） 26 （回答者数） 26

～ R8年3月6日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 一人一人に合わせた支援内容を心掛けながら、楽しく課題に
取り組めるような工夫をもっと考えていく。

2 子どもたちがより楽しみながら、必要とされている療育が行
えるようなイベントなどを考えていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 定期的な発信や、イラストや実際の写真があることで目に留
まるように工夫する。

・事故対応・災害対応等の緊急マニュアルの情報発信や避難訓
練等の情報が伝わりにくい状況となっている。

年数回だけでは、記憶に残りにくく資料の配布で終わってし
まっている。

R8年2月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年3月9日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・子どもたち一人一人に寄り添った支援を行い、繰り返し学習
や定着支援が可能

子どもたちの今の状態を職員全体で観察し、支援内容にフィー
ドバックをするようにしている。
継続的な繰り返し学習を行うことで、子どもの学習に対しての
自信が身につくよう進めている。

・子どもたちが安心感を感じながら、楽しく通所できている。
(児童・保護者からの満足度が高い)

安定した支援ができるように、職員全員で情報共有を行ってい
る。
その日その日の子どもたちの体調・気持ちを受け止めながら支
援を行うことを心掛けている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

○事業所名 ファーストクラス 岸和田駅前校

○保護者評価実施期間 R8年2月13日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


